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マウナケアの山頂には最も霊性高いと言
われる 雪の女神ポリアフが鎮座している。驚
く事に 4 月だと言うのに山に吹雪が降り始
め重機は諦めて戻って行った。翌月 5 月にも
又同じことが起きた。そして三度目に重機が
挙げられると言う日 若者を中心とした およ
そ 300 人のキアイ(大地を守る者)達が集ま
り 16 列の人の鎖で道を塞ぎ祈った。山を守
る者の絶対の掟として Kapu Aloha と言う
言葉が生まれた。それは 今にも失われそうな

「アロハ」根源的な愛に「カプ」神聖な掟とい
う意味をつけたものだった。若者達はハワイ

語の聖歌を声を上げて歌い続けた。
人の鎖は 国土自然資源省のポリス達
に取り押さえられ 一列づつ崩され
た。それでも 若者達は絶対の非暴力、
反対や抗議ではなく 愛と調和を守り
抜き 半分の鎖が崩された頃 時間切
れとなり 重機が麓へとおりて行っ
た。その後 TMT は建設に関する条件
を満たしていないとして 最高裁は建
設許可を取り消し、住
民 と TMT 側 の 長 い
公聴会が行われた。

今マウナケアの麓には毎日
2000～4000 人の人が集ま
っている。今年 7 月 15 日 再
び建設許可を得た TMT の工
事を強行すると州知事デイビ
ッド イゲが発表すると同時に
ハワイ島だけではなく ハワイ
州、全米 そして世界中から 環
境と文化を守るため 人々が集まった。

特にフラ界の大御所 ハワイ文化の教育の
中心となって来たカナカオレ家を代表する
プアラニ カナヘレ カナカオレをはじめとす

る 33 人の長老達が逮捕された時 今まで黙
って遠巻きに見ていた人達も 文化に対する
冒涜に立ち上がった。数千人が集まる麓は セ
レモニーの会場と化し 毎日伝統のフラやチ
ャントが繰り返され、道路を挟んだ向こう側
プウフルフルと呼ばれる場所は プウホヌア
(安全が守られた場所)として定められた。そ
こには子供からお年寄りまで集まり、大学教
授や研究者達による野外大学や 医師やヒー
ラーの集まるメディック チーム、食事や水
の配給をするキッチンなど 全て無料で訪れ
る人々に提供されている。

リーダー達は毎日セレモニーの後に 口を
酸っぱく Kapu Aloha の徹底とアップデー
トを皆に知らせている。鼓膜を破り人を死に
至らせる音波兵器まで用意していた ポリス
達も世界中から集まる人々が 愛の掟でそこ
に集う Kapu
Aloha には攻
撃する余地が
なかった。現
地にはハリウ
ッドスター ジ
ェイソン モモ
ア、ロックな
どが訪れ ボブ
マーリーの息
子ダミアンや
ジャックジョ
ンソンなど駆
けつけライブ
演奏し 次期大
統領候補トゥルシー ガッバードも応援に駆
けつけるなど 大きな盛り上がりを見せてい
る。これはハワイのアロハを軸にした 全く新
しい形の非暴力環境保全活動という事を 皆

さんに知っていただきた
い。そしてこれは 今取り返
しのつかなくなった環境問
題に対し 大地と繋がるネ
イティブ達の活動を皮切り
に 私たち人類の意識を大
きく変容させるムーブメン
ト の 始 ま り だ と 言 う 事
を。。。

＊サイトがスタートしたば
かりで、だんだん充実してい
く と 思 い ま す 。 　 　→
https://ux.nu/7PZuQ

マウナケア（ハワイ島）

雄大な大自然、活火山と流れる溶岩、そし
て海洋底から測ると 10203 メートルの世
界で一番高い山 マウナケアで知られる ハワ
イ島で 今 大きな変革が起きている。

2010 年 多国籍企業が 技術と資金を投資
して建設する 33 メートル 天文台 TMT の
起工式が行われた。マウナケアはカナカマオ
リ(ネイティブ ハワイアン)達にとって王族
や神官以外の登頂は許されない最高峰の聖
地。これまでも 彼らの反対を押し切って建
てられた 13 機の天文台が既に隣接してい
る。山頂には王族ウミの埋葬されたアフなど
が点在する。

2015 年 3 月の終
わり 街はフラの祭典
メリーモナークの準
備で皆大忙しだった
頃、いよいよ山頂に重
機が登ると聴いた ハ
ワイ文化の継承者達
が 山に向い祈り始め
た。

白人達の入植によ
り ハワイ文化は徹底して弾圧され カヒコと
言う奉納のフラやハワイ語が禁止され 文化
の大半が失われて行った。

1970 年代 第一次 ハワイアンルネッサン
スが始まり 米軍に占拠され爆弾投下の演習
場となっていたカホオラヴェ島を守る活動
と共に ハワイ語やハワイ文化を教育で取り
戻そうと言う動きが高まった。

その後 教育者達の努力でハワイ語の学校
や ハワイ文化を学ぶクラスが大学にも出来
て行った。2015 年 4 月 いよいよ重機が登
って来た。当時教員だったプア ケースは 少
人数の家族や同志達と山で祈りを続けた。
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Kapu Aloha 第二のハワイアンルネッサンス
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